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 不規則系物理学研究室 
教授 八尾 誠(yao@scphys.kyoto-u.ac.jp)  5号館 128号室 

助教 永谷 清信            5号館 129号室 

不規則系とは 

自然界は、量子力学が関わるミクロな階層から、流体力学で記述さ

れるマクロな階層まで、多様な階層により構成されている。液体を

はじめとする不規則系は、この様な階層間の関係を縦断的に調べる

為の格好の研究対象であり、またその研究成果は、ナノ・サイエン

スにも応用することができる。当研究室では、液体における微視的

相互作用が濡れ現象などの巨視的現象に及ぼす影響や、数個から数

万個の原子で構成されるマイクロクラスターにおけるサイズ依存

性などの研究課題を取り上げている。 

研 究 室 Ｕ Ｒ Ｌ:  http://www2.scphys.kyoto-u.ac.jp/Labos/

クラスター （Ｘ線自由電子レーザー利用推進研究課題に採択されました） 

クラスターは、数個から数万個程度の原子の集合体で、原子・分子と凝

縮系（固体または液体）の中間相として注目されています。最も興味深

い点は、物性のサイズ（＝クラスターを構成する原子の個数）依存性で、

例えば、金属原子が何個集まれば電気を通すようになるのか、あるいは

ヘリウム原子が何個あれば超流動になりうるのか、というような多くの

基礎的な問題が山積しています。 

イオン液体 

 通常「塩」は食塩のように常温下では固体だが、塩を構成すイオン

を比較的サイズの大きなある種の有機イオンに置換した場合、融点が

低くなり、室温付近でも液体状態で存在するようになることがある。

その特異な性質から基礎、応用の両面から最近注目を集めている。 

 本研究室では表面波光散乱、誘電緩和、超音波測定を通してこれら

の性質を探求している。 


